
2003年出土の本簡

お
お
さ
か
じ
ょ
う

大
呼

大
坂

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
六
月
―
二
〇
〇
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
江
浦
　
洋

・
島
内
洋
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

・
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
末
―

一
七
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
は
、
大
阪
府
警
察
本
部
棟
新
築
二
期
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

本
号
の
難
波
宮
跡
②
と
同

一
地
点
の
調
査
で
あ
る
が
、
年
代
や
性
格
が
大
き
く

異
な
る
た
め
、
別
遺
跡
と
し
て

扱

っ
て
い
る
。
調
査
で
は
、
ほ

ぼ
全
域
か
ら
豊
臣
期
の
大
坂
城

に
か
か
わ
る
堀
を
検
出
し
て
い

る

（堀
八
三
）。

部

　

堀
人
三
は
位
置
的
に
み
て
、

釉
大
坂
城
二
の九
に
設
け
ら
れ
た

斯

大
手
口
を
逆
コ
の
字
状
に
囲
む

防
御
施
設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
堀
よ
り
新
し
い
時
期
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
の
関
係
か
ら
、

こ
の
堀
は
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
の
い
わ
ゆ
る
三
の
九
造
成
に
伴

っ
て
掘
削

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
堀
は
、
北
側
で
や
や
西
に
振
り
な
が
ら
調
査
地
を
南
北
に
縦
断
す
る
も

の
で
あ
り
、
調
査
地
の
南
端
部
で
は
東
に
折
れ
て
大
坂
城
の
外
堀
方
向
に
の
び

て
い
る
。
検
出
長
は
南
北
約

一
一
〇
ｍ
東
折
部
分
約
五
〇
ｍ
、
最
大
幅
は
約
二

五
ｍ
を
測
る
。
堀
の
深
さ
は
、
上
面
を
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、
平
均
し
て
約

六
ｍ
を
測
る
。
構
造
は
、
石
垣
を
も
た
な
い
素
掘
り
で
あ
る
が
、
法
面
の
角
度

が
四
〇
―
四
五
度
の
急
斜
面
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
底
面
は
方
形
の
上
坑
が

ラ
ン
ダ
ム
に
掘
削
さ
れ
た
障
子
堀
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
埋
土
の
観
察
か
ら
、
短
期
間
か
つ
一
気
に
埋
め
戻
さ
れ
た
状
況
が
看

取
さ
れ
る
。
実
際
、
調
査
で
は
堀
の
埋
め
戻
し
過
程
で
仮
設
さ
れ
た
工
事
用
道

路
を
数
力
所
で
検
出
し
て
お
り
、
堀
の
埋
め
戻
し
作
業
が
計
画
的
か
つ
組
織
的

に
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
豊
臣
期
の
大
坂
城
の
堀
が
埋
め

戻
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、
慶
長

一
九
年
、
大
坂
冬
の
陣
直
後
の
徳
川

氏
に
よ
る
堀
の
埋
め
戻
し
が
第

一
候
補
と
な
る
が
、
後
述
の
如
く
、
出
土
木
簡

は
そ
れ
と
矛
盾
し
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
特
筆
す
べ
き
遺
構
と
し
て
は
堀
の
内
側
斜
面
か
ら
ト
ー
チ
カ
状

遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
こ
の
遺
構
は
杭
と
梁
で
骨
組
み
を
造
り
、
前
方
に
は

竹
し
が
ら
み
で
護
岸
し
た
土
塁
を
設
け
て
い
る
。
堀
底
に
侵
入
し
た
敵
兵
を
銃

に
よ
っ
て
迎
撃
す
る
目
的
で
、
大
坂
冬
の
陣
直
前
に
急
造
し
た
施
設
で
あ
る
と



考
え
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
出
上
し
た
木
簡
の
大
半
は
堀
か
ら
の
出
土
で
あ
る
が
、
堀
の

掘
削
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
砂
で
埋
没
し
た
遺
構
面
か
ら
も
、
数
点
の
木
簡
が
出

土
し
て
い
る
。
土
坑

一
六
二
と
し
た
も
の
は
、
礎
石
建
物
に
近
接
し
て
、
多
種

多
様
な
遺
物
と
と
も
に
、
魚
骨
や
貝
殻
な
ど
食
物
残
淳
が
集
積
し
た
遺
構
で
あ

り
、
廃
葉
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

堀
八
三

ω
　
。
「
＜
菅
平
右
衛
門
様
　
赤
右
衛
門
」

。
「
＜

　

鳴

　

□

衛

門

　

　

　

　

　

」
　

　

　

　

Ｐ
∞
凝

∞
契

枷

儲

や

②
　
。
「
ｏ
酒
九
升
人
合
入
」

〔白

水
力
〕

。

「

ｏ

□

□

一

口

分

　

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
卜
睫

〕
実

∽

Ｐ

Ｐ

①

　

「
ｏ
せ
き
三
右
衛
門
尉
殿
弥
」
　
　
　
　
　
　
μω巽
∞叉
Φ
８
Ｐ

に)

・＜日
□〔陛
酌
兒
ケ本す〔跡
記
げ□

（
μ
∞
∞
）
×
］
ω
×
『
　
ｏ
∞
Φ

<
わ
た
な
へ

凸⊆
□ 貞ト
カ

(5)

手  茜署□中
目ぞ 羅貴
弥凹 隼

l101
お
Ｗ
ｈ
ｕ⑫

・歌
肥
甲
初
酔
獨
内

〔山
漁

忠
力
〕

名

回
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□
□

＜
日
□
殿
へ
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。
あ
ふ
ら
や

宗
兵
衛
」

。
道
正
谷
七
丁
目
　
」

「
＜
干
鯛
五
俵
入
」

「六
匁

〓
一百
十

「六
匁

〓
一百
九
十
八

日
□

殿
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細
さ
口
□
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∞
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Ｐ
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⑬
　
。
「
＜
□
□
日
□

百
ツ
れ
ｕ

〔
十

六
カ
〕

〔十
丁
力
〕

か
ら
す
み

口
回

回
□
」

「
＜
預
ヶ
　

つゝ
ち
や
　
　
　
」

〔
ゆ
力
〕

「
ち
□
う
あ
ん

〔き
力
〕

て
い
□

〔斗
力
〕

「
□
□
□
□
□

ｏ

〔
た

い
こ
力
〕

「
＜
□
□
□
口

回

「　
　
　
慶
長
　
拾
三
年

透
繁
餅
寺
建
斃

巻士

（
Ｐ
∞
∞
）
×
中
ω
×
］

ｏ
Ｐ
Φ

（
滓
∞
∞
）
×
や
ヽ
×
∞
　
ｏ
Ｐ
ｏ

（
ド
Ｏ
ω
）
×
］
〇
×
卜
　
ｏ
∞
∞

一御
子
孫
繁
昌
処
」

∞
］
や
×

Ｐ
ｏ
∞
×

『
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

極
月
　
　
吉
祥
日

土
坑
一
六
二

⑬

　

「金
将
」

⑩
　
。
「
＜
米
四
半
京
枡
清
八
」

。
「
＜
米
四
斗
京
□
　
　
」

］
『
『
×

∞
Φ
×

い
　

ｏ
∞
］

∞
ｏ
×

や
い
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
ω
沖

Ｐ
］
『
×

Ｐ
Φ
×

ω
　

ｏ
∞
］

「［］
」

⑪
は
上
端
部
の
両
側
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
付
札
木
簡
。
「菅
平
右
衛
門
」

に

「鴨
」
を
送
っ
た
際
の
荷
札
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
菅
平
右
衛
門
達
長
は
、

元
は
淡
路
の
海
賊
衆
で
あ
る
が
、　
一
時
は
豊
臣
水
軍
の
一
翼
を
担

っ
た
武
将
で

あ
る
。
関
ヶ
原
の
戦
で
西
軍
に
つ
き
、
領
地
を
没
収
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
藤
堂

高
虎
軍
と
し
て
大
坂
冬
の
陣
に
参
陣
す
る
。
大
坂
城
の
堀
の
埋
め
戻
し
に
際
し

て
、
藤
堂
高
虎
と
口
論
に
な
り
、
慶
長

一
九
年

一
二
月
二
六
日
に
切
腹
す
る
。

こ
の
木
簡
は
、
検
出
し
た
堀
が
大
坂
冬
の
陣
講
和
直
後
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
実
な
も
の
と
し
、
か
つ
そ
の
埋
め
戻
し
に
藤
堂
高
虎
軍
が
関
与

し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
点
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

②
は
上
下
を
整
形
し
て
、
上
端
部
に
穿
孔
を
施
し
た
酒
の
付
札
木
簡
。
③
は

上
端
部
に
穿
孔
を
施
し
、
下
端
部
は
先
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
送
り
先
と
考
え
ら

れ
る
人
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
は
上
下
端
と
も
に
欠
損
す
る
が
、
上
部

に
は
切
り
込
み
の
一
部
が
残
る
。
０
は
上
端
部
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
付
札
木

簡
。
表
に
は
送
り
先
と
送
り
主
の
人
名
が
書
か
れ
る
。
①
は
左
右
に
切
り
込
み

を
入
れ
た
付
札
木
簡
で
あ
る
。
送
り
先
と
考
え
ら
れ
る
人
名
の
み
を
記
し
て
い

る
。
０
は
上
部
を
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
完
存
。
表
に
屋
号
と
名
前
、

裏
に
地
名
が
記
さ
れ
る
。
「道
正
谷
」
は
現
在
の
道
修
町
で
あ
ろ
う
か
。
③
は

上
部
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た

「干
鯛
」
の
付
札
木
簡
。
上
端
部
が
方
形

を
呈
す
る
特
徴
的
な
形
状
で
あ
る
。
０
は
下
部
に
欠
損
が
見
ら
れ
る
が
墨
痕
は

］
∞
×

Ｐ
〕
×

中
　

ｏ
ω
∞



(4)

赤外線デジタル写真
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赤外線デジタル写真  (17)のみ 1:3,そ の他は 1:2

47

』

ω



明
瞭
。
短
冊
形
の
木
簡
で
あ
る
が
、
裏
面
は
未
整
形
で
あ
り
、
左
右
両
端
の
調

整
も
丁
寧
で
は
な
い
。
⑩
も
ほ
ぼ
同
形
状
の
木
簡
で
あ
り
、
墨
書
は
０
と
同

一

人
物
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
⑪
は
上
部
端
を
欠
損
し
て
お

り
、
全
容
は
不
明
。
三
行
に
わ
た
つ
て
墨
書
が
あ
り
、
文
書
木
簡
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
⑫
は
下
端
部
を
欠
損
。
全
体
に
墨
痕
が
不
明
瞭
。
⑬
は
上
部
の
左

右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た

「か
ら
す
み
」
の
付
札
木
簡
。
⑭
は
上
端
部
を
圭
頭

形
に
加
工
す
る
。
ω
は
上
端
部
を
主
頭
形
と
す
る
。
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る

が
、
上
端
部
同
様
に
圭
頭
形
に
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
下
端
近
く
に
、
や

や
偏

っ
て
穿
孔
が
あ
る
。
⑭
は
上
部
に
左
右
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
部
は
欠
損

し
て
い
る
も
の
の
先
端
部
は
尖
ら
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

側
は
大
型
の
祈
蒔
札
で
あ
る
。
上
半
部
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、　
一
文
字
目
に

は
種
子
で
あ
る
梵
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
「御
子
孫
繁
昌
」
の
た
め
に

「
日
天

尊
」
に
関
わ
る
仏
典
と

「心
経
秘
鍵
」

一
二
巻
を
読
経
し
て
祈
膊
し
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
右
側
に
は
、　
三
ハ
〇
八
年
に
あ
た
る

「慶
長
拾
三
年
」
、
左
側
に

は

一
二
月
に
あ
た
る

「極
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

的
は
将
棋
の
駒
。
上
部
を
尖
ら
せ
た
五
角
形
で
、
表
の
み

「金
将
」
と
書
か

れ
る
。
駒
尻
が
厚
く
、
水
無
瀬
駒
系
の
将
棋
駒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑩
は

上
部
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
米
の
付
札
木
簡
。
表
裏
と
も
同
じ
内
容
で

あ

っ
た
可
能
性
が
高
く
、
「京
枡
」
を
用
い
て
計
量
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）、
豊
臣
秀
吉
は
全
国
の
枡
を

「京
枡
」
に

統

一
し
て
い
る
。

の
は
楕
円
形
を
呈
す
る
木
簡
で
あ
る
。
全
体
に
丁
寧
に
成
形
さ
れ
て
お
り
、

一
方
に
の
み
明
瞭
な
墨
痕
が
あ
る
。
内
容
、
用
途
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
報
告
し
た
木
簡
以
外
に
経
木
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
経
本
は

堀
の
埋
め
戻
し
上
中
か
ら
ま
と
ま
つ
て
出
土
し
た
ょ
の
で
あ
り
、
破
片
数
に
し

て
五
三
九
点
を
数
え
る
。
法
量
は
平
均
し
て
長
さ
三
人
六
ｍｍ
幅
三
六
ｍｍ
厚
さ

一
ｍｍ
を
測
る
。
上
部
は
圭
頭
形
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
圭
頭
の
頂
部
片
は

一
〇

人
点
が
確
認
で
き
る
。
四
九
点
に
は
墨
書
が
残
り
、
い
ず
れ
も

「南
無
阿
弥
陀

仏
」
の
六
字
名
号
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
字
に
は
楷
書
と

く
ず
し
た
も
の
と
が
あ
り
、
複
数
の
人
物
に
よ
つ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
多
数
の
木
製
品
は
、
現
在
も
な
お
洗
浄
中

で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
今
後
の
整
理
過
程
で
さ
ら
に
木
簡
の
数
が
増
す
こ
と

は
確
実
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
北
川
央

・
跡
部
信

（大
阪
城
天
守
閣
）、
豆
谷

浩
之

・
井
上
智
勝

。
人
木
滋

（大
阪
歴
史
博
物
館
）、
鳥
居
信
子

（働
大
阪
市
文
化

財
協
会
）、
木
下
密
運

（千
手
寺
）
の
各
氏
に
ご
教
示
を
得
た
。

（島
内
洋
二
。
江
浦
　
洋
）




